
加藤登紀子

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

９
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・

二
○
○
○
円

出
演
／
渡
辺
香
津
美
、
中
本
マ
リ
、
し

ば
た
は
つ
み
、
安
藤
義
則
ほ
か

☆
吹
奏
楽
団
プ
ラ
ス
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ

９
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

、
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
四
○
○
○
円
Ｂ
・
三
五
○

○
円
Ｃ
・
三
○
○
○
円
Ｄ
・
二
○

○
○
円

★
上
山
敦
子
渡
伊
記
念
音
楽
会

ｎ
日
（
月
）
６
時
半
県
民
小
削
場

一
○
○
○
円

☆
北
山
隆
リ
サ
イ
タ
ル

皿
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
八
○
○
円

☆
八
神
純
子

垣
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
前
売
／
Ａ
・
二
二
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
八
○
○
円

八
音
楽
Ｖ

★
布
施
明

５
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
三
九
○
○
円
Ａ
・

三
○
○
○
円

☆
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ン
ツ

６
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
紅
○

○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
ベ
ト
ナ
ム
民
族
楽
団

７
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
前
売
・
二
○
○
○
円
当
日
・

二
三
○
○
円

★
甲
斐
バ
ン
ド

８
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

二
二
○
○
円

☆
東
京
ゾ
リ
ス
テ
ン

８
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
門

☆
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
・
コ
ウ
ペ

釦
日
（
土
）
４
時
半
ヤ
マ
ハ
神
戸
セ

ン
タ
ｉ
一
○
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
俳
優
座

「
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」

廻
日
（
火
）
四
日
（
水
）
詑
日
（
金
）

６
時
巧
分

鯛
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
巧
分

型
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
労
演

出
猿
／
栗
原
小
巻
、
中
谷
一
郎
、
永
井

智
雄
ほ
か

★
劇
団
神
戸
「
か
ら
騒
ぎ
」

鍵
輝、呑津美

塑
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
石
野
真
子

鯛
日
（
土
）
３
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
雲
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
ア
ロ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
日
）
１
時
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
２
Ｆ
二
五
○
○
円

出
演
／
パ
ッ
キ
ー
白
片
、
エ
セ
ル
中
田

ア
ロ
ハ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
ほ
か

☆
海
援
隊

☆
神
戸
大
学
交
響
楽
団

蝿
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
関
西
学
院
交
響
楽
団

灯
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

★
加
藤
登
紀
子

躯
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
前
売
／
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
森
川
和
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

妬
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
五
○
○
円

☆
八
代
亜
紀

諏
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
民
音
／
二
五
○

○
円

☆
キ
ン
グ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

犯
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

６
月

☆
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー

釦
日
（
土
）
①
３
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・

二
六
○
○
門
Ｂ
・
二
三
○
○
円

★
伊
集
院
良

鍵
議鶏孫

四
日
（
火
）
ｌ
理
日
（
金
）
６
時
半

神
戸
凧
月
堂
ホ
ー
ル
前
売
・
一
八
○

○
円
当
日
・
二
○
○
○
円

出
波
／
夏
目
俊
二
、
小
倉
啓
子
、
大
川

き
よ
し
、
馬
場
利
恵
ほ
か

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

「
白
雪
姫
と
七
人
の
こ
び
と
」

配
日
（
火
）
①
皿
時
半
②
２
時
半

Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
七
○
○
円

Ｂ
・
一
三
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

★
市
民
映
画
劇
場
「
青
春
の
瑳
鉄
」

塑
日
（
水
）
Ｉ
巧
日
（
金
）
６
時
半

西
日
（
土
）
２
時
四
九
九
円

☆
神
戸
学
院
大
学
落
語
学
院

第
九
回
元
町
迷
人
会

銅
日
（
土
）
５
時
県
民
小
劇
場
無
料

鱗
需
総
鱗
騒
雷
蕊
蕊
課
騨
灘

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
他
物
に
ご
招

待
致
し
ま
す
。

☆
八
神
純
子

６
月
晦
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

★
劇
団
神
戸
「
か
ら
騒
ぎ
』

６
月
、
日
（
火
）
ｌ
犯
日
（
金
）
６
時
半

神
戸
凧
月
堂
ホ
ー
ル

★
海
援
隊

６
月
妬
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

細
集
室
「
八
神
純
子
」
「
劇
団
神
戸
」
「
海

援
隊
」
の
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
北
山
隆
リ
サ
イ
タ
ル

６
月
皿
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
八
○
○
円
を
一
割
引

☆
加
藤
登
紀
子

６
月
即
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館
Ａ
“
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
森
川
和
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

６
月
頚
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
五
○
○
円
を
一
割
引

☆
キ
ン
グ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ

６
月
墾
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二

五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
添
田
孝
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

海援隊

1１３

伊集院良

添田孝

７
月
３
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
三
○
○
○
円
を
一
割
引

★
井
上
直
幸
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

７
月
４
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一

五
○
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円
を
そ

れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
神
戸
っ
子
編
集

室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

小倉啓子・夏目俊二
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の
一
節
で
あ
る
。

〔
ガ
ラ
ス
張
り
大
水
槽
に
泳
ぐ
ワ
ニ
〕

こ
こ
の
ワ
ニ
は
動
い
た
の
見
た
こ
と
が
な
い
、
ほ
ん
ま
に
生
き

と
る
ん
か
い
な
／
・
と
の
の
し
ら
れ
よ
う
が
、
致
し
方
な
か
っ
た
こ

れ
ま
で
の
平
面
ワ
ニ
舎
を
一
新
、
水
中
で
ワ
ニ
の
姿
を
見
て
頂
こ

う
と
ガ
ラ
ス
張
り
大
水
漕
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ワ
ニ
・

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
リ
エ
ワ
ー
ー
・
を
導
入
。
何
れ
も
二
・
一
メ
ー
ト
ル

の
巨
体
を
水
中
に
浮
べ
、
前
肢
の
水
カ
キ
や
潜
水
時
に
閑
じ
る
瞬

膜
も
が
水
中
を
通
し
て
よ
く
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
通
常
、
飼
育
舎
の
背
景
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

で
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
風
景
画
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
大
か
た
の

動
物
園
。
こ
こ
で
も
独
特
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
総
ガ
ラ
ス
張
り
の
壁

面
を
透
し
て
熱
帯
植
物
林
が
浮
び
あ
が
っ
て
見
え
る
。

一
’
二
キ
ロ
位
の
肉
を
口
の
辺
り
へ
投
げ
こ
む
と
、
次
の
瞬
間

す
ご
い
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
一
メ
ー
ト
ル
位
ジ
ャ
ン
プ
す
る
ワ
ニ
・

く
だ
け
散
る
水
面
、
こ
の
す
さ
ま
じ
い
餌
の
時
間
は
午
後
三
時
半

頃
。
そ
れ
で
も
彼
等
は
週
に
一
’
二
回
し
か
食
べ
な
い
の
で
、
は

か
ら
ず
も
餌
を
目
撃
で
き
た
ら
、
た
い
へ
ん
好
運
だ
っ
た
と
喜
ん

で
頂
き
た
い
。
ワ
ニ
の
歯
は
肉
を
噛
み
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
唾
え
た
瞬
間
、
す
る
ど
く
横
ぶ
り
し
て
、
肉
塊
を
ひ
き
ち
ぎ

っ
て
、
そ
の
ま
ま
呑
み
こ
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
ひ
き
ち
ぎ
り
呑

み
こ
み
食
事
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
我
々
に
と
っ
て
少
な
か

ら
ず
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
何
せ
横
に
ふ
り
回
す
も
の
だ
か
ら
肉

汁
が
辺
り
一
面
と
び
散
り
、
せ
っ
か
く
の
ガ
ラ
ス
に
汚
れ
を
残

す
。
そ
の
汚
れ
を
高
圧
温
水
ス
プ
レ
ー
で
洗
い
落
す
装
置
も
ち
ゃ

ん
と
設
け
て
あ
る
。
だ
が
計
算
通
り
に
は
行
か
な
い
の
が
常
。
総

ガ
ラ
ス
張
り
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
ア
ダ
に
な
っ
て
、
ガ
ラ
ス
の

汚
れ
が
、
目
立
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
。

ワ
ニ
の
攻
撃
を
尻
目
に
、
へ
う
び
り
腰
の
私
、
手
の
届
く
限
り

の
ガ
ラ
ス
を
拭
く
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
滑
稽
な
姿
も

太
陽
舎
で
の
ご
愛
矯
の
ひ
と
こ
ま
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
－
す
／

黒
っ
ぽ
く
て
、
口
が
丸
く
、
閉
じ
た
口
に
キ
バ
が
ほ
と
ん
ど
見

え
な
い
の
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ワ
ニ
（
一
名
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
）
で
、

比
較
的
お
と
な
し
い
ワ
ニ
で
あ
る
。
そ
の
隣
り
の
イ
リ
エ
ワ
ニ
は

タ
タ
ミ
位
の
集
熱
板
を
屋
根
の
上
に
の
せ
て
、
内
風
呂
の
湯
に

使
う
、
と
い
う
、
あ
の
〃
太
陽
湯
沸
器
″
そ
の
デ
カ
イ
や
つ
を
使

っ
て
冷
一
暖
房
す
る
と
い
う
、
そ
の
名
は
〃
太
陽
の
動
物
舎
″
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
。
ち
な
み
に
そ
の
集
熱
板
二
百
二
十
三
枚
と
い

う
大
規
模
な
も
の
で
、
蓄
熱
槽
に
た
め
た
温
水
を
各
室
に
配
管

し
、
飼
育
舎
の
暖
房
や
プ
ー
ル
へ
の
給
湯
、
さ
ら
に
夏
に
は
吸
収

式
冷
凍
機
を
動
か
し
冷
房
す
る
ｃ
つ
ま
り
、
エ
ヤ
コ
ン
つ
き
動
物

舎
な
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
主
た
ち
の
横
顔
〕

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
念
願
だ
っ
た
動
物
園
き
っ
て
の
寒
が
り
屋
、

ワ
ニ
、
ト
カ
ゲ
、
一
一
シ
キ
ヘ
ビ
と
い
う
肥
虫
類
。
次
に
は
、
夜
行

性
動
物
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
昼
と
夜
と
を
反
転
さ
せ
、
う
す
暗
い
夜

の
動
物
た
ち
を
見
て
頂
こ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
〃
入
居
者
″
の
選

択
が
行
わ
れ
た
。
飼
育
困
難
、
入
手
不
可
、
と
い
う
も
の
も
ず
い

分
あ
っ
た
が
、
そ
の
入
居
動
物
た
ち
の
横
顔
と
飼
育
の
う
ら
話
し

1１５
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口
先
が
長
く
、
体
は
黄
色
を
お

び
た
ま
だ
ら
。
そ
の
巨
体
を
音

も
な
く
進
ま
せ
、
飼
育
す
る
我

々
に
も
激
し
く
襲
い
か
か
っ
て

く
る
。
こ
う
し
た
荒
々
し
い
ワ

ニ
は
閉
じ
た
口
の
キ
バ
が
全
て

外
か
ら
見
え
る
の
が
特
徴
の
ひ

と
つ
。
さ
て
、
ワ
ニ
の
耳
は
何

処
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
ネ
。

ま
あ
一
度
、
じ
っ
く
り
見
て
頂

く
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
か
。

〔
ヘ
ビ
の
舌
を
持
つ

オ
オ
ト
カ
ゲ
〕

水
中
の
ワ
ニ
に
大
喚
声
を
あ

げ
次
に
進
ん
だ
方
々
、
こ
こ
で

は
じ
め
た
そ
の
翌
朝
、
見
事
な
た

ま
虫
色
の
光
た
く
を
輝
か
せ
た

真
新
し
い
地
層
を
見
せ
て
く
れ

蔀
る
。
つ
ま
り
脱
皮
を
し
た
の
で

熱
あ
る
。
僅
か
な
音
に
も
反
能
を

顕
示
し
、
舌
を
だ
す
。
そ
し
て
動

毒
く
も
の
に
対
し
さ
っ
と
Ｓ
字
型

癖
身
が
ま
え
出
し
た
ら
、
餌
や
り

鋤
Ｇ
Ｏ
の
サ
イ
ン
だ
。

行
一
夜
に
三
１
四
羽
の
ニ
ワ
ト

率
リ
を
平
気
で
呑
ん
で
し
ま
う
の

蛙
で
あ
》
ｏ
・

は月
八
つ
鶴
つ
く
Ｖ

来

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真

も
Ｖ

インドニシキヘビ

も
ま
た
全
長
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
オ
オ
ト
カ
ゲ
に
足
止
め
を
誘
わ

れ
－
行
に
見
学
者
が
流
れ
な
い
。

餌
に
入
っ
た
私
に
真
向
う
か
ら
襲
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
く

る
り
と
半
回
転
、
お
尻
を
こ
ち
ら
に
向
け
、
次
に
は
長
い
尾
を
Ｓ

字
に
中
腰
に
な
っ
て
身
が
ま
え
て
き
た
ら
、
危
い
。
オ
オ
ト
カ
ゲ

一
番
の
武
器
が
あ
の
巨
大
な
尾
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
頂
こ
う
。

ピ
シ
リ
ノ
．
と
う
な
り
を
あ
げ
て
一
撃
し
て
く
る
尾
の
断
面
は
長
三

角
。
Ｔ
度
、
日
本
刀
の
断
面
の
よ
う
。
ま
と
も
に
ピ
シ
リ
と
や
ら

れ
た
ら
か
な
り
深
い
裂
傷
を
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ワ
ニ
と
ち
が
っ
て
自
ら
に
じ
み
寄
り
襲
っ
て
く
る
よ
う

な
凶
暴
な
と
こ
ろ
は
先
ず
な
い
、
そ
れ
で
も
、
打
た
れ
た
左
腕
の

ア
ザ
は
一
カ
月
以
上
生
々
し
く
残
っ
た
。
彼
等
は
ア
ジ
、
馬
肉
、

鶏
頭
を
好
ん
で
食
べ
る
。
餌
場
は
一
カ
所
に
決
め
て
い
る
が
、
私

の
立
ち
去
っ
た
あ
と
、
音
も
な
く
す
－
と
集
ま
り
は
じ
め
た
、
五

匹
の
ト
カ
ゲ
、
全
て
が
盛
ん
に
長
い
舌
を
出
し
て
い
る
の
が
お
気

づ
き
の
は
ず
。
あ
の
ヘ
ビ
と
ト
カ
ゲ
の
舌
は
共
に
臭
い
を
か
い
で

い
る
の
で
あ
る
。

〔
川
ｍ
に
な
る
巨
大
な
ア
ミ
メ
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
〕

そ
の
さ
ら
に
隣
り
に
は
、
体
重
百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
こ
れ
ま
た

巨
漢
の
ア
ル
ダ
ブ
ラ
ゾ
ゥ
ガ
メ
が
い
る
。
ク
ロ
ー
バ
ー
や
ハ
コ
ベ

な
ど
青
草
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
リ
ン
ゴ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
そ
れ
に
馬
肉
が

常
食
と
い
う
草
食
性
が
強
い
こ
の
陸
ガ
メ
は
全
く
の
平
和
主
義

者
。
朝
夕
、
採
食
の
あ
と
は
片
隅
に
身
体
を
休
め
る
毎
日
。

う
わ
ア
ー
、
デ
ッ
カ
イ
な
、
あ
れ
や
っ
た
ら
背
中
に
の
れ
そ
う

や
、
と
の
声
が
し
き
り
と
耳
に
と
ん
で
く
る
。
さ
て
、
ゾ
ウ
ガ
メ

で
ひ
と
息
の
あ
と
、
さ
ら
に
身
の
毛
が
よ
だ
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

な
ん
と
も
い
え
ぬ
皆
さ
ま
方
の
表
情
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ニ
シ
キ
ヘ

ビ
約
六
・
五
メ
ー
ト
ル
（
成
長
す
る
と
八
メ
ー
ト
ル
）
二
頭
そ
の

隣
り
に
、
さ
ら
に
巨
大
で
長
い
ア
ミ
メ
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
が
二
頭
。

毎
水
曜
日
が
休
園
日
だ
か
ら
、
ヘ
ビ
類
の
生
餌
は
そ
の
前
夜
、

毎
火
曜
日
の
夕
暮
れ
に
与
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

気
温
記
ｌ
釦
℃
、
朝
夕
も
、
殆
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
の
が
、
水

に
つ
か
り
だ
す
と
数
日
後
、
眼
が
白
っ
ぽ
く
膜
が
張
っ
た
よ
う
に

な
る
。
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
〃
白
内
障
″
か
も
知
れ
な
い
と
診
察
し

た
獣
医
が
幾
人
も
い
る
。
と
に
か
く
、
二
’
三
週
間
と
い
う
ゆ
っ

く
り
し
た
経
過
で
体
色
が
あ
せ
、
眼
も
膜
が
張
っ
た
よ
う
に
な
っ

た
ら
…
…
。

飼
育
者
の
我
々
に
と
っ
て
は
、
餌
つ
け
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
な
の

だ
。
再
ぶ
プ
ー
ル
に
つ
か
り
は
じ
め
た
そ
の
翌
朝
、
見
事
な
た

1６
１
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1１７

「
バ
ー
グ
」
に
て
、
「
海
上
自
衛

隊
練
習
艦
隊
歓
迎
会
」
が
兵
庫

県
防
衛
協
会
・
関
西
オ
ー
ル
ネ

ィ
ヴ
ィ
共
催
で
開
か
れ
た
。

岡
崎
忠
兵
庫
県
防
衛
協
会
会

長
、
吉
岡
忠
一
関
西
オ
ー
ル
ネ

イ
ヴ
ィ
神
戸
水
交
会
会
長
が
歓

迎
の
祝
辞
を
の
べ
た
あ
と
、
植

田
一
雄
練
習
艦
隊
司
令
官
が

「
ち
ょ
う
ど
五
年
前
の
今
日
も

「
か
と
り
」
で
神
戸
に
入
港
し

た
の
で
感
慨
深
い
。
一
七
五
名

の
実
習
幹
部
も
ネ
イ
ヴ
ィ
オ
フ

ィ
サ
ー
と
し
て
成
長
す
る
だ
ろ

う
」
と
謝
辞
を
の
べ
た
。

そ
の
あ
と
、
神
戸
水
交
会
女

瀬
戸
内
海
汽
船
が
チ
ャ
ー
タ
ー

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
シ
ッ
プ
と
し
て

賛
を
凝
ら
し
て
つ
く
っ
た
も
の

だ
。
仁
田
一
也
社
長
自
身
、
大

の
船
好
き
で
、
地
中
海
に
優
る

と
も
劣
ら
な
い
瀬
戸
内
海
の
素

晴
し
さ
を
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び

り
と
快
適
に
楽
し
ん
で
欲
し
い

と
い
う
永
年
の
夢
を
実
現
し
た

も
の
で
、
調
度
品
一
つ
と
っ
て

も
本
物
志
向
の
豪
華
さ
。
「
素

適
な
船
旅
だ
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
使

っ
て
パ
ー
テ
ィ
を
や
り
た
い
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
処
女
航

海
は
大
成
功
だ
っ
た
。

三橋達也さんを囲んで

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

あいさつをする植田司令官

性
コ
ー
ラ
ス
「
ウ
ェ
ー
ブ
」
に

よ
る
「
吾
等
が
練
習
艦
隊
」
の

歌
奉
呈
、
植
田
司
令
官
に
よ
る

鏡
割
り
、
日
下
英
男
兵
庫
県
防

衛
協
会
常
任
理
事
に
よ
る
乾
杯

と
移
っ
た
。

☆
新
し
い
伝
統
を
と

四
世
永
津
永
信
を
励
ま
す
会

一
昨
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ

た
出
石
焼
の
三
世
永
淫
永
信
氏

の
後
継
者
と
し
て
、
長
男
の
昇

氏
が
「
四
世
永
津
永
信
」
を
襲

名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
５

月
ｎ
日
か
ら
遁
日
迄
そ
ご
う
神

戸
店
で
襲
名
記
念
展
と
遺
作
展

が
開
か
れ
、
初
日
に
金
龍
閣
に

お
い
て
四
世
を
励
ま
す
会
が
催

さ
れ
た
。
発
起
人
の
坂
井
知
事

は
、
「
伝
統
に
反
逆
を
重
ね
新

し
い
伝
統
を
創
っ
て
ほ
し
い
」

と
。
嘉
納
白
鶴
社
長
は
「
酒
に

は
磁
器
が
合
う
の
と
、
二
百
年

の
伝
統
あ
る
郷
土
芸
術
の
意
義

あ
る
日
」
と
。
四
世
永
淫
氏
は

｜ワ小泉パーティご案内！
■ゴー．－■⑤毎．曲一一■－．⑪←＝－．⑥マーーー．＝．一生＝■① ｡ ＝＝心÷凸＝－－凸凸一一一一凸一一一一．－．－．＝．

; 小泉パーティは
| 結婚を希望する男女にお見合や愛好会ｉ
ｉによって健全なご交際のお手伝いをい；
| たします。身元の確かなことは良縁のｉ
ｉ第一条件です。身元の確かな方々 の会ｉ
l員制の集いです。
1．入会金10 , 0 0 0円・年会費10 , 0 0 0円！
! ＜小泉パーティ初夏のハイキング＞｜
i日時／６月24日く日>午前8時長田神社集合；
：コース. ／鷹取山→荻の寺→須磨アルプス→須磨浦ｉ
i公園(曇天の場合は荻の寺より板宿へ）
i 参加希望者は前日までにお申込み下さい
{ 小泉パーティのご案内・入会書類ご希望の方はＩ
;事務局〒650生田区北野町3丁目１０－２
i淡島ﾏﾝｼｮﾝ105号宮078-242-0333小泉正巳ｉ
i お問合せ、ご連絡は午前中又は夜間に。

☆
関
西
オ
ー
ル
ネ
イ
ヴ
ィ
が

若
き
幹
部
候
補
生
を
歓
迎

４
月
記
日
朝
、
海
上
自
衛
隊

練
習
艦
「
か
と
り
」
と
「
も
ち

づ
き
」
が
神
戸
港
に
入
港
し
た
。

両
艦
は
国
内
一
周
の
練
習
航
海

の
途
中
に
神
戸
に
寄
っ
た
も
の

で
、
百
七
十
九
人
の
幹
部
候
補

生
が
乗
り
組
ん
で
い
る
。

翌
型
日
夜
、
レ
ス
ト
ラ
ン

璽

霧

四世永津永信氏を囲んで

「
立
派
な
方
々
の
激
励
は
幸
せ

な
反
面
責
任
を
感
じ
る
が
、
作

品
を
気
楽
に
創
り
た
い
。
伝
統

は
次
の
担
い
手
に
渡
す
こ
と
も

重
要
な
の
で
素
直
に
作
品
づ
く

り
を
し
た
い
」
と
語
り
、
約
百

五
十
名
が
集
い
祝
っ
た
。

☆
海
を
行
く
〃
応
接
室
″

「
南
十
字
星
」
が
処
女
航
海

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
シ
ッ
プ
「
南

十
字
星
」
（
一
八
○
屯
）
が
誕
生

４
月
肥
日
夕
、
中
突
堤
で
行

わ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
神
戸

の
経
済
人
、
文
化
人
卵
名
が
参

加
、
同
船
で
の
約
１
時
間
釦
分

の
船
旅
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
日
は
一
日
船
長
と
し
て

俳
優
の
三
橋
達
也
さ
ん
も
乗
船

「
南
十
字
星
」
の
５
人
の
可
愛

い
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ガ
ー
ル
共
々

初
の
船
出
に
花
を
供
え
た
。

同
船
は
広
島
に
本
社
の
あ
る
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上は成功させようポートピア' 8 1 と小林公平総合プロデューサー
下は中西勝・田崎俊作両横綱がにっこり

酒
ま
つ
り
に
思
う

米
花
稔

八
神
戸
大
学
文
学
部
名
誉
教
授
Ｖ

酒
を
あ
ま
り
増
ま
な
い
で
こ
の
と
こ
ろ
「
酒
ま
つ
り
」
に
出
か

け
る
の
は
、
そ
の
神
戸
の
雰
囲
気
、
ま
た
「
神
戸
っ
子
」
の
文
化

へ
の
試
み
に
心
ひ
か
れ
る
か
ら
。
と
り
わ
け
今
し
き
り
に
「
出
会

い
」
を
思
う
自
分
に
と
っ
て
平
素
接
触
の
少
い
分
野
の
人
々
に
ふ

れ
、
ま
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
ゆ
と
り
の
明
治
生
れ
と
多
彩
で
ま
ぷ

し
い
戦
後
昭
和
の
人
肯
の
最
近
の
意
外
な
か
か
わ
り
あ
い
を
、
間

に
は
さ
ま
れ
る
大
正
生
れ
と
し
て
、
興
味
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

か
ら
で
も
あ
る
。

ポートピア'8 1ヘと
世界に広がる酒祭り

●
ア
ン
ケ
ー
ト

月
刊
神
戸
っ
子
娼
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
に
よ
せ
て

騒擬驚繍

う
き
う
き
し
て
く
る
。
い
つ
参
加
し
て
も
そ
こ
に
人
と
人
の
心
の

ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
つ
く
づ
く
い
い
パ
ー
テ
ィ
だ
と
感
じ
る
。
今

日
は
誰
に
会
え
る
か
な
、
今
夜
は
ど
の
酒
が
う
ま
い
か
な
、
今
日

は
ど
の
服
を
着
て
い
こ
う
か
な
、
こ
う
い
っ
た
心
の
豊
か
な
広
が

り
こ
そ
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
心
」
と
い
う
私
の
持
論
を
雲
髭
と
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

鬼
塚
喜
人
郎

八
㈱
ア
シ
ッ
ク
ス
社
長
Ｖ

「
世
界
の
酒
ま
つ
り
」
に
つ
ら
れ
て
初
め
て
参
加
、
私
が
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
数
多
く
の
パ
ー
テ
ィ
と
は
全
く
ム
ー
ド
が
異
な
り
、

地
域
貢
献
へ
の
実
証

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
心
が
あ
る

畑
崎
広
敏

八
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
社
長
Ｖ

「
酒
祭
り
」
何
と
い
い
名
前
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
思
わ
ず
心
が

患
頴
鞘鋳

鋳

恩

廠
也

明鰯

､ 損

蕊

§

智

1１８
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永田良一郎氏も

お
祝
い
の
こ
と
ば
外
島
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
、
佐
野
神
戸
市
助
役
さ
ん
か
ら

こ
ん
な
面
白
い
ん
や
っ
た
ら
…
…

寺
本
混

八
淡
路
屋
㈱
社
長
Ｖ

月
刊
神
戸
っ
子
の
主
催
す
る
こ
の
酒
祭
り
を
含
ん
だ
パ
ー
テ
ィ

に
私
は
今
回
初
め
て
出
席
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
神
戸
酒
徒
番
附

の
審
査
で
、
こ
こ
数
年
私
は
番
附
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
、
何
や

ら
恥
し
い
気
分
が
あ
っ
て
敬
遠
し
て
い
た
。
今
年
は
選
考
委
員
に

な
っ
た
の
で
責
任
上
、
出
席
せ
れ
ば
と
、
参
加
し
た
訳
。
こ
ん
な

面
白
い
パ
ー
テ
ィ
や
っ
た
ら
早
よ
う
出
席
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
悔

ん
で
い
る
仕
題
。
ス
ン
マ
セ
ン
。

そ
こ
に
は
若
さ
が
み
な
ぎ
り
神
戸
の
特
色
と
す
る
異
色
ム
ー
ド
が

い
っ
ぱ
い
。
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
表
彰
も
初
め
て
知
る
。
民
間
の

企
画
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
、
さ
す
が
「
神
戸
っ
子
」
の
特

色
を
出
し
て
い
る
。
お
酒
に
つ
き
も
の
の
美
女
も
夜
の
神
戸
を
代

表
す
る
各
ク
ラ
ブ
が
夫
々
特
有
の
サ
ー
ビ
ス
を
競
っ
て
お
酒
の
味

を
一
層
お
い
し
く
し
て
い
た
。
今
後
神
戸
各
界
あ
げ
て
の
「
神
戸

の
酒
ま
つ
り
」
に
発
展
さ
せ
、
「
神
戸
っ
子
」
の
地
域
貢
献
へ
の

実
証
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

上は司会の西沢さんが開幕を。
中は大和楽ご江戸祭苓を踊る藤間緑寿郎さん、
下はミューズたち。

懲

驚
鰯略

唾ｑ

鴬

蕊

１
１１９
１

蕊

緊
張
す
る
の
は
損
で
す
ね

桜
井
利
枝

八
．
フ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
者
Ｖ

授
賞
式
と
い
う
こ
と
で
初
め
は
少
し
緊
張
し
た
が
集
ま
っ
て
い

る
人
々
は
ス
テ
ー
ジ
を
気
に
せ
ず
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
い
る

の
で
、
自
分
だ
け
固
く
な
っ
て
い
る
の
は
損
だ
と
思
う
と
気
分
が

楽
に
な
っ
た
。
初
対
面
の
人
と
も
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に
お
喋
り

し
調
子
に
の
っ
て
握
手
し
た
り
で
き
た
の
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
の
お
か
げ
だ
ろ
う
。
大
音
響
効
果
の
た
め
多
少
難
聴
ぎ
み
だ

っ
た
が
。

珍
し
い
も
の
ば
か
り
で
：
．
…

堀
尾
貞
治

八
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
蛍
美
術
部
門
受
賞
者
Ｖ

酒
ま
つ
り
に
は
初
め
て
出
席
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
賞
受
賞
者
と
い
う
こ
と
で
、
舞
台
に
あ
が
り
ラ
イ
ト
を
照

ら
さ
れ
る
立
場
で
。
あ
の
ラ
イ
ト
で
何
も
か
も
消
し
と
ん
で
し
ま
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漣

ポ
ー
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト

八
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
エ
デ
ィ
タ
ー
Ｖ

世
界
の
酒
祭
り
と
土
〈
に
行
わ
れ
た
神
戸
っ
子
穐
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
の
興
奮
は
ホ
ー
ル
の
入
口
か
ら
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
ホ
ー
ル

内
は
美
味
し
そ
う
な
食
べ
物
が
テ
ー
ブ
ル
か
ら
溢
れ
そ
う
で
そ
れ

ら
を
魅
力
的
な
女
性
達
が
快
く
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た
。
一
番
興

味
深
い
こ
と
は
出
席
者
で
、
神
戸
を
代
表
す
る
人
々
が
集
ま
っ
た

こ
と
だ
。
神
戸
っ
子
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

神
戸
ら
し
い
オ
ー
プ
ン
な
集
い

吉
村
恵
美
子

八
京
都
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
会
長
Ｖ

京
都
か
ら
初
め
て
参
雲
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
京
都
も
神
戸
も
、

町
の
大
き
さ
が
似
て
い
る
せ
い
か
、
お
客
同
志
の
横
の
つ
な
が
り

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
く
打
ち
と
け
て
交
流
で

き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
文
化
的
な
良
さ
、

酒
祭
り
の
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
は
、
ほ
ん
と
に
神
戸
ら
し
い
。
踊

れ
る
立
場
か
ら
み
る
と
、
ダ
ン
ス
タ
ィ
ム
を
ラ
ス
ト
だ
け
で
な
く

左はショータイム‘‘成功させようポートピアガ８１，，で唄う宝塚ＯＢの
麻烏千穂さんと美和久百合さん。
右は神戸酒徒番附表彰式左から小西画伯、嶋田神大助教授、山口
牧生、中西画伯、田崎社長の面々。

農篭蕊露擬瞬
悪睡篭 t 鞭蝉

神
戸
を
代
表
す
る
人
達
が
…

っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
表
彰
式
の
あ
と
す
ぐ
舞

台
は
一
転
し
て
酒
ま
つ
り
、
毅
然
と
せ
ん
と
い
う
感
じ
は
し
ま
し

た
が
ク
ラ
ブ
や
何
や
ら
と
に
ぎ
や
か
で
、
ま
わ
り
が
み
な
珍
し
い

も
の
ば
か
り
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
客
さ
ま
と
共
に
楽
し
い
シ
ョ
ー

麻
烏
千
穂

八
歌
手
Ｖ

酒
ま
つ
り
で
は
酒
徒
番
付
選
考
委
員
会
で
横
綱
が
決
ま
っ
た
と

伺
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
一
杯
の
お
客
様
、
皆
様
横
綱
で
は
と
思

う
位
、
祝
盃
を
あ
げ
、
大
変
賑
や
か
に
な
っ
た
所
で
、
私
と
美
和

さ
ん
の
出
番
。
フ
ァ
イ
ン
メ
イ
ッ
の
演
奏
で
歌
っ
て
ゆ
く
う
ち
、

終
り
に
は
お
客
様
も
舞
台
に
上
が
ら
れ
、
得
意
の
喉
で
共
に
歌

い
、
楽
し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 2０

１

亀
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麗鍾

中
谷
衣
唄

八
サ
ン
ト
・
ノ
ー
レ
Ｖ

毎
年
、
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
な
る
と
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
ひ
と
つ

の
お
店
の
行
事
と
し
て
滴
ま
つ
り
は
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

も
、
も
う
十
年
近
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
酒
ま
つ
り
と
一
緒
に

春
が
来
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
い
つ
も
必
ず
私
共
の
テ
ー
ブ
ル
に

お
見
え
下
さ
る
お
客
様
、
カ
ッ
プ
ル
で
出
席
な
さ
る
方
、
単
独
で

酒
祭
り
に
参
加
し
て
加
年

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
中
に
も
踊
れ
る
と
も
っ
と
盛
り
上
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
〕

躍朝. …･ 緊錘濯蝿

農

灘
騨譲

蕊

騒
静H
凸蕊

私話

ｈ別

蕊

ご
婦
人
の
注
文
に
反
し
絵
は
裸
を
見
た
如
く
ポ
イ
ン
で
グ
ラ
マ
ー

に
。
会
場
の
皆
さ
ん
の
拍
手
で
思
わ
ぬ
一
等
賞
に
な
り
今
年
の
酒

ま
つ
り
も
楽
し
く
す
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
ち
な
み
に

ペ
ア
を
組
ん
だ
モ
デ
ル
は
藤
本
ハ
ル
ミ
さ
ん
で
し
た
）

議慧Ｉ認繋』

お
見
え
に
な
る
方
、
色
々
で
す
。
神
戸
っ
子
は
何
か
と
皆
ん
な
で

集
り
楽
し
く
飲
む
の
が
好
き
な
人
達
が
多
く
、
そ
れ
が
お
仕
事
に

夢
と
自
信
の
明
日
を
迎
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
酒
ま
つ

り
も
そ
の
一
わ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
マ
ー
ト
に
描
い
て
ェ
／

犬
童
徹

八
画
家
。
一
一
紀
会
Ｖ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ゲ
ー
ム
と
い
う
珍
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
ん
で
す
が
、

う
ま
い
灘
の
酒
に
メ
ー
ト
ル
も
上
り
、
人
前
で
描
く
差
恥
心
も
ど

こ
へ
や
ら
、
一
人
の
ご
婦
人
を
ヌ
ー
ド
に
描
く
楽
し
さ
に
酔
い
し

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
ス
マ
ー
ト
に
描
い
て
…
」
と
い
う
当
の

豊漫

祭
り
で
は
酒
の
呑
み
つ
く
ら
を
昏
倒
す
る
迄
客
は
執
が
勝
つ
か
賭

け
る
も
よ
し
そ
れ
を
肴
に
呑
む
の
も
一
興
但
し
担
架
と
救
急
車
の

手
配
怠
り
な
く
念
の
た
め
下
戸
の
建
て
た
る
倉
も
な
し
色
即
是

元
エ
。

上は犬童徹さん描くスマート美女
下は迷々ケームでビールをそれ. 〃

上は酒亭コマーシャル始まり始まり
下はＹＭＣＡを踊るサント．ノーレチーム

街
道
一

八
作
家
Ｖ

水
と
税
金
が
主
成
分
の
酒
だ
か
ら
し
て
番
附
に
あ
る
者
は
国
庫

を
潤
し
た
功
に
よ
り
納
税
の
必
要
毛
頭
な
く
仮
初
に
も
横
綱
た
る

者
は
国
税
庁
よ
り
感
謝
状
の
一
枚
も
貰
っ
て
然
る
べ
く
代
り
に
酒

四
月
二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
二
階
）
で

行
わ
れ
た
「
月
刊
神
戸
っ
子
氾
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
（
第
一
部

第
八
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
授
賞
式
・
第
二
部
和
世
界
の
酒
ま
つ
り
）

に
は
八
百
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
御

多
忙
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
各
酒
造
メ
ー
カ
ー
、

ク
ラ
ブ
、
賞
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
方
々

に
誌
面
を
借
り
ま
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
編
集
部
一
同
）

2１

「
色
即
是
空
」
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神
鉄
木
津
駅
ｌ
シ
プ
レ
山
ｌ
山
田
池
ｌ
箱
木
千
年
家
ｌ
神
鉄
箕
谷
駅

摂
津
と
播
磨
の
国
境
を
ゆ
く

甲
斐
の
国
は
山
梨
県
の
生
ま
れ
で
あ
る
私
で
す
か
ら
、
早
く
か

ら
山
と
は
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
神
戸
電
鉄
に
移

っ
て
来
て
か
ら
は
、
一
層
そ
れ
が
深
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
に
し
ろ
神
戸
電
鉄
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

有
数
の
山
岳
電
車
で
、
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
の
新
開
地
を
出
た
電
車

は
、
十
数
分
で
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
北
鈴
蘭
台
駅
ま
で
駈
け
あ

が
る
と
い
っ
た
、
鉄
道
と
し
て
は
条
件
の
悪
い
所
を
走
っ
て
い
る

電
鉄
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
神
戸
電
鉄
で
す
が
、
最
近
は
沿
線
の

開
発
が
進
ん
で
大
き
く
様
相
を
変
え
て
来
て
い
ま
す
。
車
窓
か
ら

の
眺
め
も
こ
の
十
数
年
で
大
き
な
変
化
を
見
せ
、
昔
日
の
感
が
深

い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
、
自
然
が
い

っ
ぱ
い
で
、
「
静
か
な
空
、
青
い
空
、
神
戸
電
鉄
」
の
キ
ャ
ッ
チ
．

フ
レ
ー
ズ
そ
の
ま
ま
の
沿
線
風
景
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。

八
そ
の
焔
Ｖ

中
田
大
三
八
神
戸
電
気
鉄
道
株
式
会
社
社
長
Ｖ

-|儲

シブレ山あたりにて筆者

神
戸
電
鉄
で
は
、
沿
線
の
自
然
の
中
へ
皆
さ
ん
を
ご
案
内
す
る

「
神
鉄
ハ
イ
ク
」
と
い
う
の
を
年
間
二
十
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

私
も
時
々
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
お
客
さ
ま
方
と
一
緒

に
山
歩
き
を
し
ま
す
。
「
社
長
に
歩
い
て
貰
っ
て
、
係
員
が
張
切

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
担
当
者
の
言
葉
を
額
面
ど
お
り
に
受
取
り

な
瀧
ら
１
．

先
日
は
「
千
年
家
を
見
る
神
鉄
ハ
イ
ク
」
と
い
う
の
に
参
加
し

ま
し
た
。

粟
生
線
の
木
津
を
出
発
し
て
、
有
馬
線
の
箕
谷
駅
に
至
る
コ
ー

ス
は
、
静
か
な
山
あ
い
の
農
村
、
木
津
か
ら
シ
ブ
レ
山
、
山
田
池

と
辿
っ
て
、
近
く
呑
吐
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
む
衝
原
部
落
の
た
た
ず

ま
い
な
ど
に
興
味
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
し
、
名
生
昭
雄
先
生
（
神

戸
市
民
俗
芸
能
調
査
団
長
）
の
ご
説
明
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
箱

木
千
年
家
も
一
度
見
て
お
き
た
い
も
の
の
一
つ
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
し
た
。

木
津
と
い
う
地
名
は
、
山
か
ら
切
り
出
し
た
材
木
を
川
の
流
れ

に
託
し
て
送
り
出
し
た
、
木
材
の
集
散
地
と
し
て
木
の
港
か
ら

来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近

く
に
は
見
津
と
い
っ
た
地
名
も
あ
り
ま
す
し
、
遠
い
昔
に
は
木
津

川
の
水
量
が
豊
富
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
或
い
は
こ
の
辺
り
一

帯
が
広
い
湖
水
の
湖
畔
に
当
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
播

磨
灘
が
深
く
入
り
込
ん
で
海
岸
線
が
こ
の
辺
り
ま
で
来
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
想
像
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
地
名
で
も

あ
る
よ
う
で
す
。

と
に
か
く
木
津
は
、
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
顕
宗
仁
賢
神
社
に
、

１
１２２
１
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い
ず
れ
は
反
対
側
に
摂
津
の
国
に
含
ま
れ
る
丹
生
山
塊
な
ど
も
望

ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
コ
ー
ス
は
摂
津
、
播
磨
の
国
境
い

を
行
く
懐
し
の
故
里
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

坂
道
を
上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
右
手
に
シ
ブ
レ
山
の
山
頂
が

見
え
て
来
ま
す
が
、
そ
こ
に
シ
ブ
レ
廃
寺
の
標
識
を
見
ま
し
た
。

信
仰
の
力
の
偉
大
さ
を
知
ら
さ
れ
る
感
じ
で
、
こ
の
標
識
を
あ
と

に
す
る
と
、
暫
く
し
て
道
は
山
田
池
へ
の
下
り
坂
に
な
り
ま
す
。

山
田
池
は
想
像
し
て
い
た
と
お
り
静
か
な
山
あ
い
の
湖
で
し
た

ダ
ム
に
積
み
あ
げ
ら
れ
た
ミ
カ
ゲ
石
の
た
た
ず
ま
い
も
優
美
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
湖
畔
で
お
弁
当
を
使
っ
て
、
あ
と

は
呑
吐
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
む
こ
と
に
な
る
衝
原
部
落
へ
一
路
下
っ

て
い
っ
た
わ
け
で
し
た
。

千
年
家
を
見
る
ハ
イ
ク
の
こ
の
一
日
は
．
コ
ー
ス
に
変
化
が
あ

り
ま
し
た
し
、
山
も
美
し
く
、
水
も
椅
麗
で
、
満
足
出
来
る
一
日

で
し
た
。
静
か
な
空
、
青
い
空
、
神
戸
電
鉄
の
言
葉
ど
お
り
の
沿

線
風
景
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
た
だ
こ
こ
で
気
に

な
る
の
は
、
山
を
利
用
し
、
自
然
を
楽
し
む
人
た
ち
の
マ
ナ
ー
の

問
題
で
す
。
何
時
ま
で
も
美
し
い
自
然
が
保
た
れ
続
け
ま
す
よ
う

に
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
私
の
一
日
の
経

験
記
を
終
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

古
代
の
天
皇
が
隠
れ
住
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
を
残
し
て
い
る
よ
う

に
、
古
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
こ
の
お
社
の
前
を
通
っ
て
山
道
に
入

り
ま
す
。

太
陽
と
緑
の
道
１
．
私
ど
も
の
神
戸
電
鉄
拾
線
い
つ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
い
る
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、
私
も
部
分
的
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ち
こ
ち
歩
い
て
み
ま
し
た
。
神
戸
市
の
お
力

で
こ
の
道
路
の
整
備
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
山
を
愛
す
る
私
ど
も

と
し
て
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
き
ょ
う
の
コ
ー
ス
は
こ
の
太
陽

と
緑
の
道
そ
の
も
の
を
歩
く
わ
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
緑
の
萌
え
た
つ
山
道
の
幾
つ
か
の
起
伏
を
辿
る
と
、
や
が
て

左
手
に
展
望
が
開
け
て
来
ま
す
。
遠
く
山
を
削
っ
て
開
か
れ
た
ひ

よ
ど
り
台
の
辺
り
で
し
ょ
う
か
、
高
層
建
築
も
見
ら
れ
る
の
で
す

が
、
ま
た
暫
く
歩
く
と
、
こ
ん
ど
は
播
磨
の
ほ
う
、
西
神
戸
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
が
眼
下
に
広
が
り
ま
す
。
雄
岡
・
雌
岡
も
見
え
ま
す
。

山も美しく、水も椅麗で、変化に富んだコースを行く

１
２３
１ 韮新問妊
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阪
急
芦
屋
川
ｌ
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
Ｉ
阪
急
芦
屋
川

自
称
山
男
が
店
に
遊
ぶ
。
沢
の
ぼ
り
の
話
、
岩
か
ら
落
ち
た
話
。

冬
の
西
穂
高
の
テ
ン
ト
の
中
で
の
失
敗
談
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
、
そ
の
話
題
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
た
。
「
私
も
山
へ
登
っ
て
い

る
の
よ
」
と
答
え
た
の
が
運
の
つ
き
。
「
よ
し
、
連
れ
て
い
っ
た

ろ
う
」
普
通
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は
だ
め
だ
、
近
代
登
山
の

発
祥
の
地
、
芦
屋
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
が
い
い
ぞ
、
と
そ
の
口
車

に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
や
Ｉ
雨
や
わ
、
ど
う
す
る
の
や
る
」
前
日
、
心
配
し
な
が
ら

吉
田
氏
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
す
る
。
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
明
日
は
登
る
で
」

の
声
に
安
心
し
て
二
カ
月
ぶ
り
の
山
支
度
に
入
る
。

翌
日
、
午
前
九
時
ス
タ
ー
ト
。
芦
屋
川
か
ら
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

の
上
り
は
初
め
て
。
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
か
ら
芦
屋
川
へ
の
コ
ー
ス

は
以
前
に
、
経
験
あ
り
。
朝
日
ガ
丘
あ
た
り
ま
で
は
な
ん
と
な
く

好
き
な
道
。
住
宅
街
の
優
雅
さ
と
山
へ
の
厳
し
さ
の
一
一
つ
の
楽
し

み
が
あ
る
か
ら
だ
。

一
男
三
人
を
お
伴
に

八
そ
の
焔
Ｖ

小
椋
麻
さ
美
八
す
た
ん
ど
小
椋
Ｖ

●
●
●
●
●
●

ロックガーデンにて筆者

滝
の
茶
屋
辺
り
に
は
、
山
男
達
と
お
で
ん
と
の
臭
い
が
、
相
か

わ
ら
ず
で
あ
る
。
高
座
の
滝
に
立
つ
。
藤
木
九
三
さ
ん
の
レ
リ
ー

フ
を
お
し
え
ら
れ
る
。
今
ま
で
見
す
ご
し
て
い
た
の
か
。
藤
木
さ

ん
と
近
代
登
山
の
か
か
わ
り
あ
い
を
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
な
る
ほ

ど
。
こ
の
滝
あ
た
り
か
ら
一
般
向
き
と
山
岳
家
向
き
と
の
道
に
分

か
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
勿
論
ベ
テ
ラ
ン
（
？
）
向
き
ら
し
い
。

山
男
（
森
本
氏
、
古
小
氏
、
吉
田
氏
）
に
つ
い
て
行
く
。
地
獄

谷
。
名
を
聞
く
だ
け
で
、
興
味
を
引
か
れ
る
。
昨
夜
の
ア
ル
コ
ー

ル
が
少
し
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
靴
が
少
女
重
く
感
じ
る
。
「
あ

か
ん
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
こ
の
先
、
山
男
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
」
と
思
い
、
小
滝
の
流
れ
の
水
を
ぐ
っ
と
飲
み
、
心
を
引
き
し

め
、
相
か
わ
ら
ず
黙
々
と
つ
い
て
行
く
の
み
だ
。

Ａ
ケ
ン
（
岩
登
は
練
習
場
）
あ
た
り
で
休
憩
す
る
。
吉
田
氏
は

そ
の
中
の
岩
場
の
一
つ
を
す
い
す
い
と
登
っ
て
、
目
の
保
養
を
さ

せ
て
下
さ
っ
た
。
Ａ
ケ
ン
か
ら
Ｂ
ケ
ン
ヘ
の
や
せ
尾
根
の
登
り
降

り
に
ひ
や
汗
を
か
く
。
「
少
し
道
を
誤
っ
た
」
と
吉
田
氏
が
初
め

て
口
重
く
言
葉
に
し
た
。
（
え
－
つ
）
一
五
年
前
に
来
た
記
憶
を

蘇
ら
せ
て
い
る
そ
う
だ
。
（
一
五
年
前
ね
）
と
心
に
思
う
。

Ｂ
ケ
ン
か
ら
洞
れ
た
地
獄
谷
を
下
る
。
こ
れ
ま
た
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
中
で
奮
闘
と
い
う
感
じ
。
（
横
井
さ
ん
も
こ
う
し
て
い
た
の
か

な
ぁ
１
）
か
き
分
け
か
き
分
け
必
死
な
の
だ
。
し
か
し
、
ま
あ
、

山
男
は
器
用
な
も
の
だ
。
小
川
が
流
れ
、
昼
食
に
も
っ
て
こ
い
の

憩
い
の
場
へ
着
く
。

リ
ー
ダ
ー
は
何
や
ら
色
々
と
小
道
具
を
出
す
。
今
日
の
た
め
の

ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
を
御
馳
走
し
て
下
さ
っ
た
。
花
模
様
の
器
に
は

124
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心
く
ば
り
が
あ
ら
わ
れ
、
（
う
れ
し
い
）
（
や
さ
し
い
人
）
と
感

、
、
、
、
、
、
、
、

激
。
酒
と
バ
ラ
と
の
日
々
の
時
間
。
少
し
離
れ
て
自
然
に
触
れ
た

こ
の
と
き
は
一
番
の
た
の
し
み
。
満
腹
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。

か
れ
枝
を
キ
ザ
に
折
り
、
妻
楊
枝
に
す
る
古
小
氏
の
真
似
も
し
て

み
る
。
リ
ュ
ッ
ク
も
少
し
軽
く
な
り
、
靴
の
紐
も
締
め
な
お
し
て
、

ま
た
、
上
る
。

一
二
時
出
発
。
こ
こ
ま
で
は
良
か
っ
た
の
に
、
仲
々
け
わ
し
い

の
だ
。
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
を
御
馳
走
し
て
下
さ
っ
た
あ
の
優
し
さ

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
い
ま
は
、
ま
さ
に
地
獄
の
鬼

が
三
匹
、
か
弱
い
私
が
三
途
の
川
を
渡
る
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
な
る
と
、
登
る
と
い
う
よ登るというよりも必死になってはい上っているのですｃ

り
も
、
は
い
上
る
。
カ
ニ
の
横
ば
い
。
そ
の
姿
勢
で
キ
ャ
ッ
ス
ル

ゥ
オ
ー
ル
に
着
く
。
こ
こ
は
芝
居
で
い
う
山
場
と
同
じ
。
ま
た
ま

た
、
う
し
ろ
で
古
小
氏
が
心
配
そ
う
に
見
上
げ
て
い
る
。
（
と
て

も
女
性
と
し
て
み
ら
れ
な
い
ス
タ
イ
ル
）
「
す
み
ま
せ
ん
、
お
尻

押
し
て
Ｉ
」
の
声
を
連
発
。
し
か
し
古
小
氏
は
注
文
に
応
じ
ず
、

足
ば
か
り
も
っ
て
下
さ
る
。
（
も
う
－
、
お
尻
を
お
し
て
く
れ
た

ら
い
い
の
に
な
ぁ
－
）
は
い
登
り
の
状
態
は
ま
だ
ま
だ
つ
づ
く
。

「
キ
ヤ
ッ
ー
」
と
い
う
美
声
に
山
男
達
は
ビ
ッ
ク
リ
。
「
ど
う

し
た
」
「
ど
う
し
た
」
「
い
い
え
、
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
私
を
忘

れ
ら
れ
た
ら
困
る
の
で
、
時
々
発
声
し
て
い
る
の
」
「
ザ
イ
ル
降

ろ
そ
う
か
」
「
Ｎ
Ｏ
」
と
私
の
声
。
（
カ
ッ
コ
イ
イ
）
途
中
、
事
故

死
さ
れ
た
方
々
の
墓
碑
が
あ
り
、
き
れ
い
な
花
が
供
え
て
あ
っ

た
。
黙
と
う
を
し
て
、
身
が
引
き
し
ま
る
一
瞬
で
あ
る
。
自
然
を

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
と
、
ま
た
も
心
を
引
き
し
め
る
。

山
男
の
方
々
の
助
け
で
難
関
を
無
事
お
え
て
ウ
ォ
ー
ル
で
小
休

止
。
お
茶
を
一
息
に
ぐ
っ
と
飲
み
ほ
す
。
そ
の
下
に
は
ザ
イ
ル
を

使
っ
た
山
登
り
の
練
習
の
よ
う
す
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
辺
は
六
甲

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
六
甲
の
胸
を
か
ざ
る
か
れ
い
な
バ
ラ

、
、
の
花
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
は
薦
尾
山
へ
連
ら
な
る
尾
根
を

降
る
。
昨
日
の
雨
の
せ
い
か
私
に
は
少
し
き
つ
い
下
り
に
思
え
た
。

二
時
三
○
分
。
芦
屋
川
駅
近
く
の
お
好
み
焼
屋
で
「
今
日
の
山

行
き
を
無
事
終
え
た
お
祝
い
」
と
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て
下
さ
っ

た
森
本
氏
、
花
模
様
の
器
の
吉
田
氏
、
足
を
も
っ
て
下
さ
っ
た
古

小
氏
各
々
方
に
大
い
に
感
謝
。
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
明
日
は
登

れ
る
で
」
と
明
日
の
天
気
予
想
も
と
び
出
す
。
私
が
山
の
天
気
を

判
断
出
来
る
日
は
、
は
た
し
て
近
い
か
な
あ
Ｉ
。１

１２５
１
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､Ｖ
明日の地球社会のために
知的創造性を発揮する

企業人を育成

昭和5 5 年度生募集中

☆全日二年制（昼間部）
募集学科国際観光学科

国際貿易学科
経営実務学科
外語秘書学科
マスコミ広報学科

受付開始７月１日

第一l n I 選考試験８）ｊ７Ｈ

特待生募喋中詳細は1 1 蛎局までお鯉ＬＩ: さい

専攻科( 夜間部）随時募集中
英会話科
旅行腹任科
貿錫実務科

KO匪IITTERn叩qnRlBuﾉInE〃Ｒ〔RDEmV

神戸国際ビアネス学I 完
神戸市葺合区琴緒町５丁目７番地
グリーンシャポービル７Ｆ
ＴＥＬ(078)242-5178㈹

ハイセンスの紳士服で

最高のおしゃれを

三恵洋服店
1２６

神戸・元町４丁目公( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0
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し
砂
、
ち
米
腿
の
の
原
椎
至
、
さ
の
も
プ
で

催
じ
ぴ
た
、
中
気
間
中
某
に
ん
辺
も
つ
ラ
ま

で
は
遊
供
ん
、
天
時
の
の
更
さ
渡
る
い
ク
局

地
長
の
子
・
さ
ち
お
３
真
ド
深
辺
者
き
に
。
｜
務

園
会
頃
を
た
内
た
く
ｊ
写
｜
て
渡
。
勝
で
プ
た
り
事

遊
原
し
し
し
人
妓
に
が
。
ロ
っ
勝
す
は
喫
う
し
シ
は

束
中
り
回
で
、
令
実
す
・
す
了
ま
優
ま
方
０
満
ク
で
ン
方

、
。
か
ま
刊
嬢
ご
・
ま
ま
卜
集
・
き
の
鋸
を
一
ん
力
の

卵
吐
酷
握
・
丞
鈴
碓
鋤
麺
鋤
恥
昨
舜
咽
錐
程
且
誹
剛
控
四
程

供
ま
ｊ
玉
い
と
さ
が
も
で
さ
場
々
荘
ん
ご
詔
、
ン
柿
ス
ご

子
じ
１
．
－
と
妻
中
息
い
の
下
、
三
半
さ
。
菅
ど
力
は
ク
加

日
興
く
ピ
う
夫
田
子
せ
た
覚
け
が
と
木
巾
・
を
ほ
刈
勝
一
参

５
に
貝
、
よ
ど
、
ご
た
い
ご
明
名
こ
野
画
い
ツ
フ
千
侵
し
。
。

Ｈ
ぴ
会
．
え
長
ん
と
っ
て
を
い
休
蛇
る
市
計
さ
一
ル
間
・
日
す
い

５
遊
配
ン
教
会
さ
ん
か
つ
り
揃
辿
土
け
、
を
下
ポ
ゴ
型
ち
吃
ま
さ

の
年
メ
に
川
さ
良
け
振
勢
の
雀
統
ん
戦
絡
ス
の
月
た
月
い
下

ふ
中
が
月
の
ち
さ
嘗
巡
外
日
４
狂
６
て
み

《
霊
雫
》
》
雷
噸
瞬
蝿
織
癖
需
》
峰
》
》
鋸
砕
識
岬
岬
犀
》
椛
註
》
榊
認
》

野別から騒

蕊
驚

ＫｏＦｏＳ．★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

コウベファッションソサエティ

堂凝

7 9 秋冬のファッションこの傾向春の公開ファッション講座 ⑭今月はよく遊びました
むかしの遊びを教えよう

5 0 年代の流行が復活

127

立亀長三さんくﾅ ｸ ﾄ ｡ ｱ ﾄ ﾘ ｴ 〉
まず細い

腰、張った
肩のロマン
ティック。
スポーッル
ックからの
カジュアル

そして女ら
しさのフェ

●６月マンスリーサロン

３度目でもうすっかりお馴染みにな
った立亀長三さんのファッション情報
ＫＦＳ主催の公開講座としてお届けい
たしました。立亀さんの講演はいつも
とても好評で、今回もセンタープラザ
1 1 ＦＨ室が満員という大盛況。
立亀さんの講演の魅力はテンポの早
い、気炎万丈のお話もですが何よりデ
パートやブティックのディスプレイな
ど街角のスナップが楽しみなのです。
ドイツ、フランス、イタリア、スイス
の人たちが「今」何を日頃着ているか
つてわかるのですから、オートクチュ
ールなどハイ・ファッションのコレク
ションでは味わえない魅力。
さてこの秋冬は－．

ミニン。この３つを基本にしたヴァリエ
イション、つまり5 0 年代の戦後の（ほら
ヴィヴィァン・リーなんかの）再登場で
す。大人の、女のエレガンス。
５０年代の流行が再び戻ってくるとはい
えそのままではなく、そこが（立亀さん
流にいうと）「ひと味違うタケヤ味噌」
というわけです。柄はドット、水玉がや
はり全盛ですが、これも一味違うタケヤ
味噌。
ドットとひと口にいっても円の水玉は

もう遅いので、たとえば花や動物がポン
ポンと飛んでいる柄です。或るいは黒地
に赤やピンク、黄色、青の水玉チャイナ
ドットも多いとか。いかがでしょうか。
ご参考になりましたでしょうか。

鼠団神戸「から騒ぎ」の観劇
演出／夏目俊二出波. / 夏目
‘俊二、小倉啓子、森秀人、他
６月2 1 日（木１６：３ＯＰＭ
元町凧月堂ホール
会費3 , 0 0 0円（劇と軽食）
凧月堂で毎月開かれるコメ

ディー・ド・フーゲツ第ユ回
のｒから騒ぎ_ l を観て、あと
お食那をしながら夏凹俊二さ
んのお話を聞きましょう。
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こ
の
春
、
東
京
に
あ
る
目
画
Ｆ
Ｆ
（
日
。
ご
○
冒
唱
勝
彦
巨
峠
①

巨
吊
Ⅱ
英
語
の
い
の
ち
の
電
話
）
の
事
務
所
を
訪
れ
た
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
オ
ル
ソ
ン
夫
人
は
私
に
「
雑
誌
に
紹
介
す
る

時
は
こ
こ
の
所
在
地
は
書
か
な
い
で
下
さ
い
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
女
性
が
交
替
で
一
人
ず
つ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
知
ら

ぬ
突
然
の
来
訪
者
は
困
る
の
で
す
」
と
ま
ず
前
置
き
を
し
て
か
ら

こ
こ
の
仕
事
を
話
し
て
く
れ
た
。

今
か
ら
八
年
前
、
す
な
わ
ち
一
九
七
一
年
の
十
月
に
東
京
で

「
い
の
ち
の
電
話
」
が
発
足
し
、
大
都
市
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
悩

め
る
問
題
を
か
か
え
る
人
た
ち
の
電
話
相
談
事
業
を
始
め
た
時
、

こ
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
宣
教
師
た
ち
は
、
日
本
人
だ
け
で
な

く
、
東
京
で
暮
ら
す
多
く
の
多
国
人
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
こ
う
い
う

活
動
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。
欧
米
の
都
市
で
は
す
で
に
「
自

殺
予
防
セ
ン
タ
ー
」
や
緊
急
時
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
電
話

相
談
事
業
が
以
前
か
ら
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

日
本
語
に
よ
る
「
い
の
ち
の
電
話
」
が
発
足
し
て
二
年
後
の
一
九

七
三
年
四
月
一
日
に
英
語
に
よ
る
電
話
相
談
事
業
、
自
国
Ｆ
Ｆ
が

組
織
さ
れ
、
活
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

昨
年
一
年
間
の
弓
固
Ｆ
Ｆ
の
活
動
状
況
を
な
が
め
て
み
る
と
、

三
万
人
以
上
の
英
語
を
母
国
語
と
す
る
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
東

京
だ
け
に
ニ
ー
ド
は
大
変
高
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
毎
日
午
前
九

時
Ｉ
午
後
一
時
、
午
後
七
時
’
十
一
時
ま
で
オ
フ
ィ
ス
で
電
話
相

談
に
応
じ
て
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
留
守
番
電
話
が
緊
急
時
の

必
要
な
連
絡
先
を
紹
介
す
る
態
勢
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
年

中
無
休
で
あ
る
。
統
計
を
み
る
と
、
一
年
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

1２８

実
際
に
応
じ
た
相
談
件
数
は
二
、
○
五
八
件
で
、
留
守
番
電
話
が

一
、
四
七
七
件
、
そ
の
他
、
他
へ
依
頼
や
紹
介
し
た
件
数
を
加
え

る
と
三
、
八
四
九
件
に
も
の
ぼ
る
。
一
日
約
十
数
人
の
人
た
ち
か

ら
相
談
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
国
籍
を
み
る
と

何
と
日
本
人
が
一
番
多
く
、
六
二
○
件
。
オ
ル
ソ
ン
夫
人
に
こ
の

理
由
を
た
ず
ね
る
と
、
ど
う
や
ら
日
本
人
が
英
語
の
力
を
試
め
そ

う
と
か
け
て
く
る
ら
し
い
。
日
本
人
以
外
の
外
国
人
で
は
ア
メ
リ

カ
人
が
一
番
多
く
四
八
四
件
、
次
が
イ
ギ
リ
ス
人
九
九
件
、
イ
ン

ド
人
七
九
件
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
六
三
件
、
日
系
米
人
三
○
件
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
一
二
件
：
…
・
な
ど
、
こ
の
相
談
機
関
を
利
用

し
た
人
た
ち
の
国
籍
は
実
に
六
三
カ
国
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

相
談
内
容
は
日
常
生
活
に
関
す
る
情
報
の
問
い
合
わ
せ
が
一
番

多
く
、
次
が
言
葉
の
問
題
、
ピ
ザ
な
ど
法
律
的
な
事
柄
、
結
婚
や

男
女
間
の
問
題
、
弧
独
、
健
康
、
仕
事
、
住
居
、
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
や
麻
薬
、
そ
の
他
文
化
の
相
異
に
よ
る
不
適
応
問
題
な
ど
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
わ
た
っ
て
い
る
。
電
話
に
よ
る
相
談
時
間

は
五
分
以
内
が
半
数
を
占
め
る
が
一
時
間
以
上
に
も
わ
た
る
長
時

間
の
相
談
が
一
八
件
も
あ
る
。
一
週
間
の
う
ち
で
は
週
明
け
の
月

・
火
曜
日
が
他
の
日
に
く
ら
べ
て
若
干
多
い
。
年
令
層
は
一
七
才

か
ら
四
五
才
ま
で
の
間
が
七
割
を
占
め
て
い
る
。

日
固
Ｆ
Ｆ
の
活
動
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。
英
語
に
よ
る
電
話
相
談
員
の
養
成
と
訓
練
は
一
年
に

二
回
開
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
五
○
時
間
の
訓
練
を
う
け
る
。

一
日
一
一
交
替
で
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
月
に
二
回
相
談
を
受
け

も
つ
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
原
則
と
し
て
電
話
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

橋
本
明
く
社
団
法
人
一
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
飛
務
局
長
〉

関
一
四
に
も
帆
角
国
師
人
の
た
め
の

い
の
ち
の
電
話
を

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
く
“
〉
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驚
麹

上ＴＥＬＬ（T 0 k y o E n g l i S h L i f e L i n e ＝英語のいのちの電話）の
パンフレット

左ミセス・オルソン（ＴＥＬＬのオフィスで）

鰯

i 識I 韓蕊躍蕊継灘雛識§；

1２９

た
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
関
西
に
は
こ
う
い
う
英
語
に
よ
る
電

話
相
談
の
窓
口
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
ぜ
ひ
ほ
し
い

と
い
う
声
が
多
い
。
神
戸
に
は
ユ
ニ
オ
ン
教
会
の
中

に
「
○
○
日
日
匡
昌
ご
出
○
屋
の
①
自
旦
月
旦
○
門
日
ｇ
５
ｐ

ｏ
①
具
Ｒ
」
が
あ
り
、
家
庭
養
護
促
進
協
会
に
は
英
語

相
談
室
が
あ
る
が
、
関
西
全
域
を
対
象
と
し
た
活
動

に
は
ま
だ
い
た
っ
て
い
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
や

団
体
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
日
本
に
住
む
外

国
人
が
日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
を
気
軽
に
話
し
合

い
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
も
、
関
西
に
も
弓
画
Ｆ
Ｆ
の
よ
う
な

外
国
人
の
た
め
の
相
談
機
関
が
も
っ
と
ほ
し
い
、
と

思
う
。

リ
ン
グ
の
み
行
い
、
面
接
が
必
要
な
場
合
は
適
当
な
専
門
家
や
機

関
を
紹
介
し
て
い
る
“
昨
年
に
弓
○
一
喝
○
８
ヨ
ョ
ロ
ヨ
ｑ
８
目
‐

印
の
旨
い
の
①
２
－
８
と
い
う
組
織
が
で
き
て
、
こ
こ
で
は
有
料
（
一

回
五
千
円
）
で
英
語
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

オ
ル
ソ
ン
夫
人
に
弓
固
Ｆ
旧
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、
「
現
在
五
○
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
こ
の
活
動
を
支
え

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
に
慣
れ
た
頃
に
本
国
へ
帰
る
人
が

多
い
の
で
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
ぜ
ひ
と
も
ほ
し
い
で
す
ね
。
相
談
に
応
じ
る
時
間
も
も
っ
と
増

や
し
た
い
し
、
活
動
を
広
げ
る
た
め
に
も
も
っ
と
大
き
な
部
屋
も

ほ
し
い
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
中
絶
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
し
な
い
ん
で
す
。
宗
派
に
よ
っ
て
も
個
人
に
よ
っ
て
も
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
違
い
ま
す
の
で
…
…
。
」

運
営
費
は
年
間
約
三
八
○
万
円
で
、
都
内
の
五
つ
の
教
会
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
寄
付
を
集
め
た
り
、
チ
ー
ズ
を
売
っ
た
り
し

て
苦
し
い
台
所
を
や
り
く
り
し
て
い
る
。
活
動
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は

ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
に
毎
日
広
告
を
出
し
、
英
文
毎
日
と
朝
日
新

聞
に
は
週
三
回
掲
載
し
て
い
る
。
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
時
は
日
本
人
か
ら
の
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
困
っ
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■
第
四
回

’
1３０
１

州
鈴
赦
裟
韻
作
品
募
集

小
社
は
昭
和
五
十
一
年
創
刊
妬
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
慨
賞
学
を
創
設
い
た

し
ま
し
た
。
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
い
っ
そ
う
の

発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
第
一
回
神
戸
文
学
賞
は
田
廉
新
「
島
之
内
ブ

ル
ー
ス
」
、
同
女
流
文
学
賞
は
小
倉
弘
子
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
、
第
二
回
神
戸
文
学
賞
は
奥
野
忠
昭
「
姥
捨

て
」
、
吉
峰
正
人
「
生
活
」
の
二
作
品
（
同
女
流
文
学
賞
は
該
当
な
し
）
、
大
原
由
記
子
「
夢
の
消
滅
」
第

三
回
神
戸
文
学
賞
は
菅
竜
一
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
り
」
、
同
女
流
文
学
賞
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
第
四
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清
新
か
つ

強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ

一
、
神
戸
文
学
賞
は
男
性
作
品
、
神
戸
女
流
文
学
一
、
入
選
発
表
は
本
誌
昭
和
五
十
五
年
新
年
号
誌

賞
は
女
性
作
品
と
し
、
共
に
西
日
本
在
住
者
に
上
。
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

限
り
ま
す
。
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
入
選
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

も
の
に
限
り
ま
す
。
一
、
入
選
作
品
各
一
篇
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
二

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
百
枚
前
後
。
拾
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
主
題
（
創
市
生
田
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ビ
ル
七
階

作
主
旨
）
を
つ
け
て
下
さ
い
。
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

一
、
締
切
り
は
八
月
一
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）
電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
一
一
一
一
四
六

☆
な
お
、
選
考
は
本
誌
が
依
嘱
し
た
選
考
委
員
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
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